様式２

共立女子大学・共立女子短期大学研究倫理審査申請書
                         　　　　平成　　年　　月　　日提出

共立女子大学・共立女子短期大学　学長　殿

所　　属　　　　　　　　　
職　　名　　　　　　　　　
申 請 者　　　　　　　　　　　　印　

E-mail　　　　　　　　　　　　　　
· 受付番号              （※事務局記入欄）
	　１　審査事項
	　　　研究計画　　研究経過　　研究計画変更　　その他

	２　課 題 名

	

	  ３　研究組織

	 　　　研究責任者名　　　　　　　  　　　　所属　　　　　　　　　　　　　　　　職名　　　　　　　　　

	 　　　共同研究者名　　　　　　　  　　　　所属　　　　　　　　　　　　　　　　職名　　　　　　　　　
 　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　所属　　　　　　　　　　　　　　　　職名　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　所属　　　　　　　　　　　　　　　 職名　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　所属　　　　　　　　　　　　　　　 職名　　　　　　　　　

	　４　研究の概要（研究の目的、対象、方法等）

	

	　５　研究に期待される成果と意義

	


	  ６　研究の対象（対象の選定条件、数、リクルート（入手）方法）

	

	７　研究における倫理的配慮
　（１）研究の対象となる個人に理解を求め同意を得る方法と同意の撤回方法

	

	  （２）研究対象の個人情報の保護及び研究に関する情報の取り扱い方法

　　　　・特定の個人を識別できる情報（氏名、住所、学籍番号、本人の画像、等）の入手：　
　□　あり　　　□　なし　　　（該当するものにチェックを入れる）

	

	  （３）研究の対象となる個人への不利益及び危険性への配慮

	


	　８　説明文書・同意文書

（１）説明文書・同意文書

（該当するものに

チェックを入れる）

□  別添

□  (中心となる)他の研究機関作成の説明文書・同意書を別添

□  添付なし

（２）説明文書の記載事項

（該当するものに

チェックを入れる）

□ 研究責任者の氏名・職名

□ 研究の意義・目的・必要性

□ 研究の方法・期間（将来研究内容の追加・変更が予想される場合は

その旨）

□ 対象者として選ばれた（研究協力を提案された）理由

□ 具体的な手順（説明と同意・同意書の保管等）

□ 研究協力は任意であること

□ いつでも同意が撤回できること、若しくは撤回ができない理由
□ 同意しないことや同意の撤回により不利益を受けないこと

□ 同意の撤回方法

□ 同意撤回によるデータ・研究結果等の廃棄について

□ 対象者にもたらされる不利益及び危険性
□ 個人情報の保護の方法

□ 研究期間中及び終了後のデータ等の保存・使用・廃棄の方針
（他の研究への利用の可能性とその予測される研究内容を含む。）

□ 研究成果の公表について

□ 当該研究計画は「倫理委員会」で審議され、許可を受けたもので

あること

□ 研究に関する問い合わせ先

□ 研究資金の調達方法

□ 利益相反に関する事項

□ 費用負担、研究協力の対価に関する事項

□ 研究から知的財産権が生じうることとその帰属先



	　９　研究期間

　　　平成　　　年　　　月　　から　　平成　　　年　　　月

	10　データの保管場所及び保管期間

保管場所：
保管期間：　平成　　　年　　　月まで

	11　外部資金・競争的資金の利用

・外部資金・競争的資金の利用　　　：　□　あり　　　□　なし

　「あり」の場合、研究費名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



	12　利益相反

・利益相反状態にある企業・組織・団体等　：　□　あり　　　□　なし

「あり」の場合、具体的な内容：




注意事項：　１　審査事項欄は、該当部分を○で囲むこと。
２　審査対象となる研究計画書を３部添付すること。
３　申請書は、研究倫理審査委員会事務局（教務課）に提出すること。
４　「研究倫理審査委員会運営要領」及び「研究倫理審査申請の手引」を十分に参照すること。
５　本申請書への記載は3ページ以内とすること（収まらない場合は研究計画書に記載）。
